
160,258 千円

22,091 千円

9,655 千円

△ 71 千円

収益的収入 432 千円

資本的収入 △ 397 千円

753 医療保険課

3,088 医療保険課

△ 3,941 高齢者福祉課

146,200 福祉課

36,606 福祉課

○生活保護費

　2024年度生活保護生活扶助費国庫負担金及び生活保護介護扶助費等国
庫負担金の確定に伴い、返還金を計上します。

○支援費サービス事業

　障害福祉サービスの利用増加に伴い、訪問系介護支援費等を増額します。

〇一般管理事務費【高齢者対策費】

　県の補助金を活用し、介護事業所の負担を軽減するため、ケアプランデータ
連携システムの利用に係る費用を補助します。
　会計年度任用職員の経費を精査します。

○後期高齢者保健事業

　事務効率化のため、次年度の人間ドック受診補助金申請書を、前倒しして
送付します。
　今後の見込みにより、人間ドック受診補助金を増額します。

○福祉医療費給付金事業

　2026年４月より実施する０歳から18歳までの乳幼児・児童等の福祉医療費窓
口無償化に向けて、必要な経費を計上します。
　会計年度任用職員の経費を精査します。
　2024年度未熟児養育医療費国庫負担金の確定に伴い、返還金を計上しま
す。

２　みんなで支えあい健やかに暮らせるまち　（健康・福祉）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

　※一般会計分は、第六次総合計画の基本目標別に掲載しています。

　※事業の詳細は、各担当課へお問い合わせください。

１　一般会計

●介護保険特別会計（補正予算第２号）

●後期高齢者医療特別会計（補正予算第２号）

●水道事業会計（補正予算第１号）

◎　補正予算の主な内容　（☆は新規事業、補正額の単位は千円、減額は△で表示）

令和７年12月市議会定例会で成立した2025年度補正予算の概要

　各会計の補正予算の額は、

●一般会計（補正予算第4号）

●国民健康保険特別会計（補正予算第2号）



△ 922 子ども課

△ 14,280 子ども課

2,030 子ども課

4,144 学校教育課

6,137 学校教育課

349 学校教育課

4,552 消防本部

34 消防本部

9,500 消防本部

○消防施設管理事業

　前年度の消火栓修繕費の確定に伴い、消火栓設置維持管理負担金を増額
します。

○消防施設整備事業

　災害現場において、救助活動の本部や救助隊員の野営用として使用するエ
アーテントが破損したことから、新たに購入します。

〇一般管理事務費【常備消防費】

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　額確定に伴い、梯子車性能検査委託料を減額します。
　10月1日付で、消防職員の階級昇任に関する規定を改定し階級昇任試験を
廃止したことから、階級昇任試験委託料を減額します。

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

５　安全・安心で快適な生活と美しい自然環境がともにあるまち　（安心安全・都市基盤整備・環境）

○中学校管理運営事業

　会計年度任用職員等の経費を精査します。
　今後の見込みにより、電気料及びガス料を増額します。
　前年度の事業費の確定に伴い、上田市委託生徒負担金を増額します。

○小学校管理運営事業

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　今後の見込みにより、電気料及びガス料を増額します。
　前年度の事業費の確定に伴い、上田市委託児童負担金を増額します。

○教育活動支援事業

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　増加する外国籍の児童・生徒に対応するため、支援員への謝礼を増額しま
す。

○幼稚園助成事業

　今後の見込みにより、特別支援保育対策事業補助金を増額します。

○通常保育事業

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　個人からの寄附金を活用し、公立園で使用する遊具等を購入します。

〇私立保育所運営助成事業

　今後の見込みにより、保育士配置基準緩和補助金を減額します。
　今後の見込みにより、特別支援保育対策事業補助金を減額します。
　今後の見込みにより、子ども・子育て支援補助金を増額します。
　個人からの寄附金を活用し、私立園が購入する遊具等に対して補助しま
す。
　2024年度子ども・子育て支援交付金及び保育対策総合支援事業費補助金
の確定に伴い、返還金を計上します。

３　子どもの個性と力がのびのび育つ教育のまち　（子育て・教育）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課



267 消防本部

441 消防本部

50 消防本部

△ 63,020 道路河川課

△ 250 道路河川課

△ 20,250 道路河川課

△ 55,217 道路河川課

2,521 農林課

△ 6,801 総務課

○一般管理事務費【一般管理費】

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　名誉市民の選考に係る審議が終了したため、名誉市民選考委員報酬を減
額します。
　今後の見込みにより、災害補償費を増額します。

担当課

７　市民とともにつくる持続可能なまち　（行政経営）

主　　な　　内　　容 補正額

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　今後の見込みにより、有害鳥獣駆除頭数に応じて支払う賞賜金を増額しま
す。
　有害鳥獣駆除頭数の増加に対応するため、予算を組み替えます。

○鳥獣被害防止対策事業

６　活力と賑わいのある自立したまち　（産業振興）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

○街路整備事業

　国の社会資本整備総合交付金（街路整備分）の内示により、事業費を精査
します。

○道路改良事業（地域住宅支援）

　国の社会資本整備総合交付金（地域住宅支援分）の内示により、事業費を
精査します。

○道路改良事業（防災・安全）

　国の社会資本整備総合交付金（防災・安全分）の内示により、事業費を精査
します。

〇橋梁舗装長寿命化事業（防災・安全）
　
　国の社会資本整備交付金（防災・安全分）の内示により、事業費を精査しま
す。

○高山分署運営事業

　2025年4月から始まる長野市との消防指令室共同運用に伴い、電話機の
リース契約を解除するにあたり、解約金が発生することから、予算を組み替え
ます。
　額確定に伴い、備品購入費を減額します。

担当課

○小布施分署運営事業

　2025年4月から始まる長野市との消防指令室共同運用に伴い、電話機の
リース契約を解除するにあたり、解約金が発生することから、予算を組み替え
ます。
　経年劣化により故障した冷蔵庫を新たに購入します。

○小布施分署施設整備事業

　老朽化している小布施分署の建て替えに向け、確認申請手数料を計上しま
す。

主　　な　　内　　容 補正額



5,266 市民課

△ 52,510 財政課

△ 4,615 税務課

201,398 総務課等

22,091 医療保険課

9,655 高齢者福祉課

△ 71 医療保険課

432

△ 397

担当課

【収益的収入】消火栓維持管理負担金を精査します。
水道局

【資本的収入】消火栓設置負担金を精査します。

補正額 担当課

　会計年度任用職員の経費を精査します。

５　水道事業会計

主　　な　　内　　容 補正額

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　利用者の増加に伴い、居宅介護福祉用具購入費を増額します。
　利用者の増加に伴い、介護予防福祉用具購入費を増額します。
　前年度の審査件数の確定により、審査支払手数料を増額します。
　利用者の増加に伴い、高額介護サービス費を増額します。
　前年度の支払基金交付金の額確定に伴い、返還金を増額します。
　事業費の精査により、介護給付費準備基金積立金を減額します。

４　後期高齢者医療特別会計

主　　な　　内　　容

３　介護保険特別会計

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

補正額 担当課

　今後の見込みにより、高額介護合算療養費を増額します。
　事務効率化のため、次年度の人間ドック受診補助金申請書を、前倒しして
送付します。
　保険給付費等交付金の確定に伴い、償還金を増額します。
　事業費の精査により、国民健康保険基金積立金を増額します。
　会計年度任用職員の経費を精査します。

２　国民健康保険特別会計

主　　な　　内　　容

○職員人件費

　人事異動に伴い、人件費を精査します。

　　職員人件費

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

○賦課徴収事務費

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　今後の見込みにより、過誤納還付金を増額します。

○財産管理事業

　霊園管理事業の精査により、公共施設等整備基金積立金を減額します。
　市職員の退職者増加に伴い、財政負担の平準化のため予定していた積み
立てを取りやめます。

○戸籍住民基本台帳整備事業

　会計年度任用職員の経費を精査します。
　住居番号の付定誤りに伴い発生した賠償金を計上します。

補正額 担当課主　　な　　内　　容


